
て

ど
り

し

み
ず

秋
田
。手
取
清
水
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
横
手
市
清
水
町
新
田
字
皿
川
端

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
四
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
柴
田
陽

一
郎

・
山
崎
文
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
を
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

手
取
清
水
遺
跡
は
、
横
手
市
の
西
端
に
近
い
標
高
四
〇

・
三
を
四
二

。
九
ｍ

の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
す
る
古
代
を
中
世
の
集
落
跡
で
あ
る
。
東
北
横
断
自
動

車
道
秋
田
線
建
設
事
業
に
係
る

事
前
発
掘
調
査
と
し
て
実
施
し
、

柱
列
四
〇
列

・
掘
立
柱
建
物
二

二
棟

・
濤
状
遺
構
七
〇
条

・
井

戸
九
基

・
竪
穴
住
居

一
軒

・
竪

穴
状
遺
構
六
基

・
土
竣
七
〇

基

・
配
石
遺
構

一
基

・
河
川
四

条

・
土
器
埋
設
遺
構
四
基

・
焼

土
遺
構
三
基
、
そ
の
他
の
遺
構

七
〇
基
の
計
三
〇
〇
遺
構
を
検
出
し
た
。

木
筒
は
、
遺
跡
中
央
部
を
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
幅

一
二
を
三
二
ｍ
、

深
さ
○

・
六
を

一
●
五
ｍ
の
河
川
（Ｓ
Ｌ
三
二
三
）
よ
り
計
六
点
が
出
上
し
て
い

る
。
河
川
は
、
河
底
が
ほ
ぼ
平
坦
で
、
緩
や
か
に
立
ち
上
が
る
河
岸
に
は
本
遺

跡
名
の
由
来
と
な
っ
た

「
手
取
清
水
」
跡
が
あ
る
。
伴
出
遺
物
に
は
、
縄
文

。

弥
生
土
器
片
、
土
師
器

。
須
恵
器
片
の
ほ
か
、
高
形

・
斎
申
等
の
祭
祀
用
具
、

墨
書
土
器

一
二
〇
点
余

（嗅
・
王
・
伴
・
井
・
占
ほ
か
）
、
将
棋
の
駒

（桂
馬
）
、
漆

器

・
下
駄

・
鋤
な
ど
の
木
製
品
多
数
が
あ
る
。

８
　
木
衛
の
釈
文

・
内
容

ω

　

×
ロ
ト
チ
×

×

ノ
山

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
じ
×
６
時
）
×
〕

ｏ驚

②

　

せ
ん
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
日
日
日
□
□
□
　
　
　
　
　
（霞
ゞ
Ｏ
ｙ
卜
霞

①
　

因

□
ほ
□

●

誰

定

□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
入
０
益

Φ驚

①

　

（符
篠
）
鬼
鬼
鬼
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
入
Ｏ
Ｋ

ｏ驚

(横 手)



1987年出上の木簡

〔飯
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔汁
ヵ
〕

。
「
　
□
□

一
斗
　
□
□
　
□
　
飯
　
丸
子
部
　
□
□
□
飯
回
回

（扉
庁
拾
捌
妍
粽
軟
人
合
物
陸
種

　

□
□
□
稲

一
回
　
飯
□
□

」

唆
匹評
□
□
□
　
　
□
□
　
　
　
　
嶋
□
□
□
　
□

酢
臣
目
□
　

□

□
飾
鴻
紳
湘
埒

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
秋
田
大
学
教
授
新
野
直
吉
氏
、
東
北
大

学
助
教
授
今
泉
隆
雄
氏
、
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
氏
の
御
教
示
を

得
た
。

（山
崎
文
幸
）

名
畔酌潮腿畑　剛　　　□□□□

【倉
刀
自
己

日
置
子
□
□
□

物
部
子
□
□
□
□
□




